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△ 国税電子申告・納税システムのホームページ開設

Q ●
● 国税電子申告のホームページが開設さ

れ、電子申告の体験ができると聞いたのです

が、本当でしょうか。

A:既に作成された法人税別表-(一）等
の送信の手順までが体験できます。

【解説】

国税庁は先月、「国税電子申告・納税シス

テム(e-Tax)ホームページ」を開設しまし

た。(http://e-tax・nta.go.jp)

現在、政府全体としては「e-Japan重点計

画」等、コンピューターを使用したサービス

の多様化や電子政府の実現に取り組んでいま

す。国税庁でも「電子申告」「電子納税」等

の導入に向けて、システム設計作業等に取り

組んでいるところで、今回、その導入に関す

る検討状況等の情報を納税者に公開するとと

もに、納税者側からの意見も求めるために、

ホームページを開設することになりました。

ホームページには、設計段階におけるプロ

トタイププログラムが掲載されていて、法人

税申告に係る一連の操作が公開され、既に作

成された「別表一（一）、別表四、別表五

(一）」の送信の手順までが体験できるよう

になっています。その使い勝手等の感想につ

いては、ホームページ上の「問い合わせ」画

面を利用して国税庁へ送信できます。

ちなみに、実際にプログラムを使用した納

税者の意見・要望等も集約し製造過程の参考

にするため、システム導入時には今回のもの

とは異なるプログラムになることが十分想定

されます。


